
東京iCDC専門家ボードで 学生寮・部活動で
「集団感染を防ぐためのチェックリスト」を作成

大学の学生寮や部活動における集団感染（クラス
ター感染）を防ぐため、感染予防策のポイント等を
普及啓発するため

目 的

作 成

東京iCDC 感染制御チーム

「 管理監督者」と「学生」の対象者別に作成
構 成



学生寮・部活動における主な感染対策のポイント

管理
監督者
向け

●感染発生時の連絡・情報共有体制の構築
⇒ 連絡体制が不明確だと状況把握が遅れ、迅速に対応できない可能性

●感染発生時の役割や対応方針の明確化
⇒ 責任者を決めて情報の一元管理により円滑な対応が可能に

●日々の健康管理の徹底
⇒ 健康管理担当者を決め情報の集約と報告のルール作りが重要

●相談体制の構築
⇒ 一人で抱え込み、受診や検査などの行動が遅れる可能性

●最新の情報に基づく感染対策を
⇒ 学生が適切な予防行動をとれるよう最新の情報を確認

学生
向け

（学生寮）
□ 相部屋の場合や、共有スペースを使用する際は、寮内でもマスクを着用
□ 利用時間が重なりやすい食堂や風呂を入れ替え制にしたり、脱衣所で会話しないよう注意
喚起ポスターを掲示するなど、感染リスクを減らすための工夫を
□ 部屋の換気を徹底するとともに、空気の流れができるように部屋の整理整頓を
□ 手指消毒剤は、設置期間と残量から「使用頻度」を把握し、あまり使われていない場合に
は設置場所を変更するなど、「使用」が徹底されるような工夫を

（部活動）
□休憩・ミーティング・帰宅時などは、マスク着用を徹底
□ 給水・食事などマスクを外す場面では、会話を控える
□ バス移動の際は、車内での感染対策を徹底するとともに、人同士の距離を確保



表 裏

管理監督者向け
（寮長・教職員・監督コーチ等）



学生向け
（学生寮、部活動）
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